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「自動詞と他動詞」（単著，『別冊 国文学 三八 古典文法必携』，学燈社，４６―
５４，１９９０年２月）
「中古における畳語形式の情態副詞の機能と意味」（単著，松村明先生喜寿記念会
編『国語研究』，明治書院，１０５―１２７，１９９３年１０月）
「擬声語・擬態語」（単著，古橋信孝，三浦祐之，森朝男編『古代文学講座７こと
ばの神話学』，勤勉社，２００―２１２，１９９４年１１月）
「メノマエ性と視点（）―移動助詞の～タリ・リ形と～ツ形，～ヌ形のちがい―」
（単著，築島裕博士古希記念会編『築島裕博士古希記念国語学論集』，汲古書
院，１９８―２１９，１９９５年１０月）
「メノマエ性と視点（）―移動助詞の基本形を中心に―」（単著，『山口明穂先
生還暦記念国語学論集』，明治書院，１１３―１５４，１９９６年６月）
「上代語「けり」の意味」（単著，川端善明・仁田義雄編『日本語文法 体系と方
法』，ひつじ書房，１７１―１９０，１９９７年１０月）
「助動詞からのぞかれるべき「けり」について」（単著，『東京大学国語研究室創
設百周年記念 国語研究論集』，汲古書院，１７６―１９４，１９９８年２月）
xiii
「テンス・アスペクトを文法史的にみる」（単著，『朝倉日本語講座６文法』，朝
倉書店，１１４―１３４，２００４年６月）
「古代日本語におけるテンス・アスペクト体系とケリ形の役割」（単著，『飛田良
文先生退任記念論集』，東京堂，４２７―４４１，２００４年９月）
「訓点資料における「いヘリ」と「いふ」」（単著，『築島裕博士傘寿記念国語学論
集』，汲古書院，１８９―２１１，２００５年１０月）
「古代日本語の心理表現における恒常性・客観性と過程性」（単著，『ことばの科
学１１』，むぎ書房，１８３―２０６，２００６年３月）
「橋本進吉の文法論と学校文法への採用，影響」（単著，『日本語論究１３昭和前期
日本語の問題点』，明治書院，３０９―３３３，２００７年９月）
「日本語の時間表現について―古典語と現代語の接点―」（単著，中国日語教育文
集之１０ 中日跨文化交流研究』，１―１８，２０１４年６月）
『古田東朔 近現代日本語生成史コレクション』（全６巻）（共著，くろしお出
版，２０１０年５月～２０１４年１２月）
≪その他≫
「古典語における文体と体格形式および構文的機能との関係」（２０１５年１月１１日，
公開
シンポジウム「日本語条件文の諸相―地理的変異と歴史的変遷―」文京シビック
ホール）
「連語論における〈心理的なかかわり〉への移行―「にくむ」「うらむ」のばあい―」
（２０１５
年３月７日，奥田靖雄著作集刊行記念国際シンポジウム 大阪大学）
「相和初期における橋本進吉の文法論の展開―昭和四年と七年の講義筆記を比較
して―」
（２０１５年６月１６日，第五九回 NINJAL（国語研）コロキウム）
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